
●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！
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地域の魅力をマンホールで発見！　
 上を向いて歩いていこう、そう心掛けている毎日ですが、まれに
下を向いて歩きたくなることがあります。それは、マンホール探
し。各地域の特色を取り入れた絵柄のマンホールがあるのをご存
じでしょうか。それが田原市にもあるのか、早速探してみることに
しました。
　私の住んでいる赤羽根地区はこのようなマンホールです。たくさ
んのサーファーが集まる『太平洋ロングビーチ』に『椰子』『松』、ま
わりには『菊』があしらわれています。なるほど、赤羽根町を象徴とす
るものが盛りだくさん描かれたぜいたくなマンホールです。右のマ
ンホールはよく見かける色なしのものですが、カラーのマンホール
もあります。カラーのものは少ないとのことなので、見つけたらラッ
キーですね！

　渥美地区のマンホール
は２種類あります。１つ目
は『菊』と島崎藤村の歌

「名も知らぬ遠き島より
…」（椰子の実）にちなん
だ『椰子の木と実』のデ
ザインです。２つ目は忘れ
てはならない渥美半島の
名産『メロン』と、その周
りに『椰子』が描かれてい
ます。
　田原地区は、デザイン
マンホールを全国で作り
始める前から下水道がほぼ整っていたので、実にシンプルなマンホールです。

　地域によりいろいろなマンホールがあって楽しいですよね。ぜひ皆さんも本市のマンホールを
探してみてくださいね。そしてぜひいろいろな地域のマンホールをチェックしてみてください。旅
先の楽しみにもなりますよ！
　私たちの生活には欠かせない下水道。そのありがたさと、地域を密かに象徴するマンホールの
楽しみを知り、身近なものに感じてもらえるとうれしいです。

▲赤羽根地区のマンホール

▲渥美地区のマンホール▲渥美地区のマンホール（カラー）

　渥美半島には国指定の史跡の窯跡が大アラコ古窯跡、
伊良湖東大寺瓦窯跡、百々陶器窯跡と３カ所もあるのを
ご存じでしょうか。平安時代後期から鎌倉時代前期にか
けて、渥美半島では焼き物の生産が活発に行われていま
した。（広報たはら平成２５年９月１日号で渥美窯の特集が掲載
されています。）
　私たち、渥美窯陶友会は、昭和５２年に常滑市の陶芸家
江崎一生氏の指導のもと、会社員、農家、自営業、公務員
などさまざまな職業の陶芸好きが２０名ほど集まり、中世
以降途絶えていた渥美焼きを再興したいと動き始めまし
た。初めの２年は江崎氏の指導のもと活動していました
が、その後は、土づくり、松の木のまきの確保、釉薬作りな
ど会員みんなでやっています。
　今までに293回の本焼きをしましたが、何度焼いても窯
出しの瞬間はドキドキします。渥美焼きは、松の灰が高温で
自然釉となり、緑色の趣ある作品に仕上がるのが特徴です。
　現在会員は1６名で、普段使いの食器や花器など個性
あふれる作品づくりに励んでいます。
　また、田原市文化祭などで展示販売もしています。皆
さん、ぜひ見に来てください。

渥美焼きを復活させて４０年

渥美窯陶友会
　090-3939-２６１８

［投稿者］
▲１回の窯焼きに必要なまき

▲焼きあがった作品

▲窯焼きの様子

広報サポーター
中川倫子
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